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ヒント集 
  
CMM Advanced Failover - CMM が冗長構成時の拡張フェイルオーバー設定について 
  
CMM が 2 台で冗長構成となっている場合は、通常ひとつの IP アドレスを割当それぞれプ
ライマリとスタンバイの冗長構成になります。 
これに拡張フェイルオーバー設定を行い、スタンバイ CMM にも IP アドレスを割当ること
でより拡張性のある冗長構成とすることが可能になります。 
  
CMM の拡張フェイルオーバーの設定は以下の 3 種類あります。 
  
off    -    スタンバイ CMM のネットワーク・インターフェースを使用不可に
する 
swap   -    スタンバイ CMM のネットワーク・インターフェースを使用可能にし、
フェイルオーバー中に 2 つの CMM 間で IP アドレスをスワップする 
noswap -    スタンバイ CMM のネットワーク・インターフェースを使用可能にし、
フェイルオーバー中に 2 つの CMM 間で IP アドレスをスワップしない 
  
当ガイドでは CMM の IP アドレスはデフォルトの IP アドレス、ユーザ ID の前提でご説明
します。 
  
(1)CMM の拡張フェイルオーバー off 
通常の設定です。 
デフォルトは拡張フェイルオーバーの設定は「off」であり、ひとつの IP アドレスを割当、
それぞれプライマリ、セカンダリの構成になります。 
  
(2)CMM の拡張フェイルオーバー swap 
CMM にログイン後、メニューから[Mgt Module Management]-[Properties]を選択し、
[Advanced Failover]タブで拡張フェイルオーバーの設定を行います。 

 

  
[Use Advanced Failover]にチェックを入れると「swap」、「noswap」が選択できるよ
うになります。 



 

  
[Swap]を選択し[Apply]ボタンを押下して構成を保存します。 

 
  

 
  



 
  
[Close]ボタンを押下した後、CMM をリスタートします。 
[Mgt Module Management]-[Restart]を選択、[Nomal Restart]を選択して[OK]ボタン
を押下してリスタートします。 

 
  

 



  

 
  
リスタート後、CMM にログインしたら再度メニューから[Mgt Module 
Management]-[Properties]を選択し、[Advanced Failover]タブで拡張フェイルオーバー
の設定を確認します。 

 
スタンバイ CMM の IP アドレス設定項目が表示され、スタンバイ側の IP アドレス情報を設
定します。 
デフォルトではスタンバイ CMM の IP アドレスは「192.168.70.99」が設定されます。 



 
  
ブラウザの新しいウインドウ URL に「https://192.168.70.99/」を入力しアクセスして
CMM にログインすると以下の画面が表示されます。 

 
  
ここで「Switch Over」ボタンを押下しフェイルオーバーさせます。 

 
  

https://192.168.70.99/


 
  
フェイルオーバー後、再度ブラウザで「https://192.168.70.99/」にアクセスして CMM
にログインするとスタンバイ CMM の表示となりますが、先ほどのフェイルオーバーした
CMM とは違う CMM がスタンバイ CMM となります。 

 
  
(3)CMM の拡張フェイルオーバー noswap 
ブラウザの URL にプライマリ CMM のアドレス「https://192.168.70.100/」を入力し接
続します。 
「noswap」の設定は「swap」設定と同様に、メニューから[Mgt Module 
Management]-[Properties]を選択し、[Advanced Failover]タブで拡張フェイルオーバー
の設定をします。 

 

https://192.168.70.99/
https://192.168.70.100/


  

 

  
[Use Advanced Failover]にチェックを入れると「swap」、「noswap」を選択できるよ
うになります。 

 

  
[Do not swap]を選択し[Apply]ボタンを押下して構成を保存します。 

 
  



 
  

 
  
[Close]ボタンを押下した後、CMM をリスタートします。 
[Mgt Module Management]-[Restart]を選択、[Nomal Restart]を選択して[OK]ボタン
を押下してリスタートします。 

 



  

 
  

 
  
リスタート後、CMM にログインしたら再度メニューから[Mgt Module 
Management]-[Properties]を選択し、[Advanced Failover]タブで拡張フェイルオーバー
の設定を確認します。 



 
スタンバイ CMM の IP アドレス設定項目が表示され、スタンバイ側の IP アドレス情報を設
定します。 
デフォルトではスタンバイ CMM の IP アドレスは「192.168.70.99」が設定されます。 

 

  
ブラウザの新しいウインドウ URL に「https://192.168.70.99/」を入力しアクセスして
CMM にログインすると以下の画面が表示されます。 

https://192.168.70.99/


 
ここで[Switch Over]ボタンを押下しフェイルオーバーさせます。 

 

  

 
フェイルオーバー後、再度ブラウザで「https://192.168.70.99/」にアクセスして CMM
にログインすると今度は通常のプライマリ CMM の表示となります。 
フェイルオーバーしましたが、IP アドレスの「swap」は起こりません。 

https://192.168.70.99/


 
  
「https://192.168.70.100/」にアクセスして CMM にログインするとスタンバイ CMM の
表示となります。 

 
  
補足 CMM の仮想 IP アドレス 
  
仮想 IP アドレス・オプションを使用可能にすると、プライマリおよびスタンバイ CMM の
IP アドレス設定に関わらず、常にプライマリ CMM にアクセスできるようになります。 
CMM にログイン後、メニューから[Mgt Module Management]-[Network]を選択します。 

 

  

https://192.168.70.100/


[Ethernet]タブの[IPv4]または[IPv6]タブで[Floating address]項目に仮想 IP アドレスを
設定します。 
ここでは、例として「192.168.70.254」を設定します。 

 
  
[Apply]ボタンを押下後、[OK]ボタンを押下して設定を保存します。 

 
  



 
  
ブラウザでそれぞれ「https://192.168.70.254」、「https://192.168.70.99」、
「https://192.168.70.100」にアクセスして CMM にログインすると以下の画面が表示さ
れます。 
仮想 IP アドレス-「https://192.168.70.254」 

 

  
プライマリ CMM アドレス-「https://192.168.70.99」 仮想 IP アドレスで表示したのと
同様に操作できます。 

https://192.168.70.254/
https://192.168.70.99/
https://192.168.70.100/
https://192.168.70.254/
https://192.168.70.99/


 

  
スタンバイ CMM アドレス-「https://192.168.70.100」 スタンバイ CMM の操作画面に
なります。 

 
  
  

https://192.168.70.100/

